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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月21日(2017.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軽質アルコールと、８％より高い重量含有率でマイケル付加物を含む粗製エステルグレ
ードのアクリル酸の流れとの反応による、軽質アクリレートの連続製造方法であって、
　粗製エステルグレードのアクリル酸の流れに存在するマイケル付加物、または反応ゾー
ン中でその場で生成されるマイケル付加物の熱解離、並びに、粗製エステルグレードのア
クリル酸の流れに存在するアクリル酸および／または前記熱解離でその場で生成されるア
クリル酸と、軽質アルコールとのエステル化反応が、単一の反応ゾーンで同時に行われ、
　次いで、反応ゾーンを離れる流出物が、精製された軽質アクリレートの取得を導く一連
の処理および精製に供され、反応残留物は、ポンプを使用して取り出すのに十分に流動的
なままである、前記方法。
【請求項２】
　蒸留装置に接続された反応器を含む反応ゾーン中で、少なくとも１つの酸触媒および少
なくとも１つの重合抑制剤の存在下で、軽質アルコールと粗製エステルグレードのアクリ
ル酸の流れとの反応による、軽質アクリレートの連続製造方法であって、
－　粗製エステルグレードのアクリル酸の流れが、８％より高い重量含有率でアクリル酸
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のオリゴマーを含み；
－　粗製エステルグレードのアクリル酸の流れの中に単量体、二量体または三量体の形態
で含まれるアクリル酸に対するアルコールのモル比が、１．２から１．５の間であり；
－　反応温度が、１３０℃を超える温度であり；
－　酸触媒の重量濃度が、反応混合物中で２．５％を超える濃度に維持され；
－　反応器内の重合抑制剤の濃度が、５０ｐｐｍよりも大きい値に調整され；
－　蒸留装置を離れる流出物が、精製された軽質アクリレートの取得を導く一連の処理お
よび精製に供され；
－　反応器内での反応残留物の滞留時間が、５０時間より長く維持される；
ことを特徴とする前記方法。
【請求項３】
　粗製エステルグレードのアクリル酸の流れの中に単量体、二量体または三量体の形態で
含まれるアクリル酸に対するアルコールのモル比が、１．３から１．４５の間であること
を特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　酸触媒の重量濃度が、反応混合物中で３％から５％の間に維持されることを特徴とする
、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　反応器内での反応残留物の滞留時間が、１００時間より長く維持されることを特徴とす
る、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　軽質アクリレートが、メチルアクリレートまたはエチルアクリレート、好ましくはメチ
ルアクリレートであることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　アクリル酸が、原料としてプロピレンを使用する製造方法から得られることを特徴とす
る、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　アクリル酸が、原料としてグリセロール若しくはグリセリンを使用する製造方法から、
または乳酸、３－ヒドロキシプロピオン酸若しくはそれらのアンモニウム塩の脱水方法か
ら得られることを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　粗製エステルグレードのアクリル酸の流れが、アクリル酸合成反応器の出口において、
水または疎水性溶媒のような溶媒を供給した吸着カラムを用いて回収される粗製アクリル
酸の精製中に得られることを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　粗製エステルグレードのアクリル酸の流れが、アクリル酸合成反応器の出口において、
抽出または共沸蒸留用の溶媒を用いることなく、脱水カラムにより回収されるアクリル酸
の精製中に得られることを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　粗製エステルグレードのアクリル酸の流れが、アクリル酸の合成工程でテーリングと呼
ばれる最後の精製工程の底部で分離される重質留分を含むか、または該重量留分からなる
ことを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　５％未満の水を含む軽質アクリレート相が、反応物質の供給物の質量流量との比較で、
０．８より大きい質量流量で、反応ゾーンへ還流として送られることを特徴とする、請求
項１から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　５％未満の水を含む軽質アクリレート相が、反応物質の供給物の質量流量との比較で、
１から２．５の間の質量流量で、反応ゾーンへ還流として送られることを特徴とする、請
求項１２に記載の方法。
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【請求項１４】
　触媒がメタンスルホン酸であることを特徴とする、請求項２から１３のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１５】
　フェノチアジン、またはフェノチアジンとヒドロキノンとの混合物が、重合抑制剤とし
て使用されることを特徴とする、請求項２から１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　残留物の動的粘度が、２００ｃＰ未満であることを特徴とする、請求項１から１５のい
ずれか一項に記載の方法。
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